
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等  熊谷うちわ祭について 

１．実施日時等   平成２４年７月２０日（金）～２２日（日） 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

  

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項・ＰＲポイント 

 

 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目     

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

 

熊谷で江戸時代から続く八坂神社の祭礼。“関東一の祇園”と呼ばれ、例年、３日間の開

催中に約７０万人の観光客が訪れる、本市を代表するお祭りである。 

 ２１日、２２日には、国道１７号を含めた市街地で交通規制が行われ、１２台の山車・

屋台が勇壮な熊谷囃子を響かせながら巡行する。 

 

・ 今年の新たな試みとして、お祭り期間中の２１日（土）に籠原夏祭りで巡行している

「籠原本町」の屋台が巡行祭に参加する。 

・ 年番町荒川区が山車を建造。 

・ 開催の事前ＰＲとして、１２町区の山車・屋台の説明パネル展示を市役所１階ロビー

で行います。 

・ 。。 

 

疫病退散、五穀豊穣など人々の祈りや願いを込めて始められた。 

熊谷市街地、お祭り広場ほか 

 

熊谷うちわ祭 平成２４年 年番町荒川区 熊谷うちわ祭協賛会事務局 

048-527-0002 大総代 岡本庄一郎 

 

 

熊谷市観光協会で市街地の混雑の緩和、交通対策として２１日（土）、２２日（日）に

パーク＆ライド事業を実施します。 

金井 

内線３１３ 

熊谷市産業振興部商業観光課 

平成２４年６月２７日発表 

担当課：商業観光課 
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「あっぃ」・sの 後ホ
平成24年 「熊谷うちわ祭」大総代を仰せつかりました、年番町荒川区の岡本に一郎と申します。

「関東一の祇園」八坂大祭 熊谷うちわ祭が、7月 20日 (金)より22日 (日)までの3日間、「日本一熱い熊谷」

で挙行されます。熊谷の夏の暑さはもとより、祭りの熱さは想像を絶するもので、寛延3年 (江戸時代)以

来260年超におよび先人たちの培った伝統と文化を後世に伝えるべく現在に至っております。

12台の山車 屋 台が各町内を絢獅豪華に巡行する華麗な 「曳き合わせ」、かつ、熱闘極まる勇壮な山車

屋台の 「叩き合いJを 繰り広げます。胸高鳴るお喉子の音、伝統と熱気が漂う 「うちわ祭」は、拘 万人を

超える多くのお客様が来熊され、一年を通して最高に盛り上がる3日に、街中が熱気と興奮に包まれます。

最大限の篤き 「おもてなし」をさせて頂くのは、我が熊谷人の使命だと思つております。歴史と格式を

熊谷うちわ祭
平成24年 年番町 荒川区

大構代岡本庄一郎

維持 しつつ、熊谷市指定無形民俗文化財の名に恥 じることのない、万全な心でお客様をお迎え致します。

皆様と我々の新たな出会いを求めて 「tよ 日新」、熊谷の暑さ、うちわ祭の熱さ、そしておもてをしの篤

さを十分ご堪能頂けるよう、心よりお待ちしております。

※13:00～ 山車 屋 台は各町区内を巡行します。

10t00～ 初 叩 合 い 阿 所〕JR熊 谷駅北口駅前広均

撫槽鯨 津強稿 烈 継絆船斜冊居鍛 3器齢 摺爛 瑞憎忌柵 槽溜継 堺芯料鞘 湘 辮
柿帥車範輔mJぃo恥

※9:00～ 山車 屋 台は各町区内を巡行します。

13:00～ 巡行祭 陶所〕国道17号

18:00～ 口P合い 〔48所〕市街地各所

20:20～ 口P合い r18所】八末48J交産点

:::::]翻号督I魯」骨堅
園
品 神叩

引
ン 盤 ン 盤 撥

全nJo山 草 屋台がUR熊 谷駅北日にい揃いし、3日間にわ

たる祭りにおいて初めてとなる叩合いを行い、初日の夜を飾

り行事を終わりま立

J u n k o u‐sa i

( P口。。SS o n )

歩行者天国となった国道17号に12台の山車 屋合が集合 年

番町を先頭に西へ向かい、折り返して東を目指します(八木橋

前‐石原Ⅲ宮参リー銀座).最終地の銀座で叩合いの後 6ヽi

00で 巡行祭は終了しますか 叩合し‖ま夜も各所で行われま立

襴ン辮ン 艦隅ン職搬騨脚隅

tho

0100～  行 日 祭 降 所】行宮 (お仮厘〉

舘 銚 村瑞 :伯Htt S常協 鼎解
詠町m“empera呼鈴品o he bp Ⅲpttn聞 ぃ珊 ぃm a Ner e lSh nttpmy●1廿的 山n mo輸に∞“um対 o

米9100～ 山車 臣 台は各町区内を巡行します。

1830～ 叩合い に耐 市 地を所

20100～ 曳合せ口P合い 口肪〕田道17号を中心に周辺各所

20:30～ 全町の山車 屋 台が集結 降所】お祭り広均

21:00～ 年番送り 148所】お祭り広増

23:30～ 連御発奥祭 148所〕行官(お仮D

2400～ 連御を策祭 降所】本官(ブヽ坂神社)

お仮屋 行 宮)に 〔 大総代 (年番町の総代)が 神官の浄衣

をまとい、自ら祝詞を表上しま乱

全町の山車 屋台が、国道17号を中Nヨ 新k富 准浬コ略 い

を行いま抗 その後 お祭り広場に全町の山車 屋台が集結。

勇壮な囃子が響き渡り、祭りはクライマツクスを迎えま五

年番町、迎え年番町がステージに上がり、前年の年番町大

絵代による日上に続いて 「年割 」を送り渡しま抗 その後

関係者 見物客全員【 祭りの発展と皆様の幸せを析願して

刷 を行い、お曜子を再開しま抗

縦粘『|。M面。織艦蹴簿‖札塩欄鞘世盟舗描齢樹甘品罪簡冊脚曲脚部総辞器艦暉

Han曳雛m。叫開鰐欄綿唱‖幡塩i騒蹴盈1婦iif螢解樹諾檎剖1盟掛i劇甘常l柿1綿補揃1鞘格認品督撤[
関係者―同がお仮屋に集まり、「遺御発奥祭」が行われま抗

その欲 熊谷TF.国会300人 が還御半頼姿になり、神策を

本宮までかつぎま抗 そして本宮にて「還御宕策祭」が行わ

れ、3日間におよぶ祭りのすべての行事が終了しま抗

軸 品n,  騨 鷲馴ン ン 翻酬ン



口電車ご利用の場合i上越新幹線 」R高崎線Ⅲ秩父鉄道で、熊谷駅北口下車 徒歩5分
Bお 車ご利用の場合i関越自動車遺東松山IC～20分。東北自動車道・羽生IC～40分。

の 、大変混雑が予想されますのでご注意下さい

申抽一顛
18:30～ 19:40 怪B無 料駐車場  ?臨 時パス停留所

団]お 手洗い  甲 休止パス停留所

ティアラ21 ニ ットーモール運 1900ヽ2300

11300～ 21001縮 目密讐盈言軽禄署按唇昌啓

熊谷 回

会館 '30～ 2200

E
イオン

1 9 0 0 2` 3∞

ニットーモコレ極]1,002ヽ■00

串邦一邦
13:00～ 22:00 匝]無 料壌車場  ?臨 時バス停留所

□ お手洗い  督 体止バス停留所～ 21:00

回
イオン 1 9 0 0～2 3●0 日 市営盛車塩

曲
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揚 励 賜
7月 21日 (土)AMll:00～ PM10:30

7月 22日 (日)PM 2:00～ PM10:30

「熊谷スポーツ文化公国』臨時駐車場とお祭り会場の間を15分～20分 間隔で無料送迎バスが運行します。

駐車場からマイカとでお労日はマイカーで駐車場へ

「熊谷スポーツ文化公園J臨 時駐車

場 (西第2多 目的広場)へ お起しい

たたき、マイカーを駐車して下さい。

臨時駐車場バス乗り場より、無料
送迎バス(国際十三バス)に乗車し、
お祭会場へ移動しま五

「熊谷スポーツ文化公園J行 きの無

料送迎バス (国際十二パス)に 表

車し、臨時駐車場へ移動しま抗

「熊谷スポーツ文化公園J臨 時駐車

場(西第2多 目的広場)よリマイカー

を出し、お気をつけてお帰り下さい。

【注意】無料送迎バスの乗車チケットは当日、臨時駐車場にて配布いたしま抗 無料送迎バスの乗車チケットは往復の乗車券になりま汽 紛失にご注意下さい。

>

■お車ど利用の場合      ■ ■,c‐rJ用のIB合

関連自動車道花囲iCより211分  東 京駅から 土旭新幹線で39●  秩 父駅から 扶史鉄遠て70分

京北自動車道羽生iCより40分  上 野駅から U日 高崎確て範 分 羽 生取から 孜 父aREで 殉 分

うちわ寡の期間中は周辺適路が大灰濃艇しますのて な る (ヽ公■,交 通疫電をごイJ周下さい

熊谷市観光協会 TEL048も 24‐1111

主卒握|
□固□日
hHp:〃uchRttmoほu
①′〔ソコンからは上のURLよ り、携帯電驚から
は右上のQRコ ードよリアクセスして下さい。

要山率 反台 位置情報の電信時間は PM100～ PM9 30(予 定)
承時間等によリアクセスしにくい場合がありま■

山,E台 位口付昭システム

ン娘供 立正大学 協 力io印 ぼ如 ‐ 宜

バソコンからでも携帯からでも、山車・屋合の現在位置をリアルタイムに検素できま抗

中
うちわ祭の成立 歴史等

3日間の行事 時間 開催場所等

12ケ町の紹介

祭り翔間中の交通規制情報

無料■●」8情報

祭り期間中のトイレIRIj3所

祭りを応壊するスポンサー紹介

④うちわ察に関する様々な情報を掲載していまあ

■長の白来

十日程と見どころ

■告m区 紹介

=′ヽ―クSライト 交通規制

■トイレマップ

②目的の山車 屋台を選択。 ⑥現在位置が表示されまあ

私たちは熊谷うちわ察を応援しています

社団法人

熊谷市歯科医師会

J的 熊谷
テレビ鷹谷

$秩 父 鉄 道

四母 ロ

身
,号 二黙信用会鼻

メ
町 D福 難

JTB関 東

翻 のを旅 し,もっ

●
中

日本生命

LOVE

ヨーラホトリう

勢些埜空KIRIN

① 埼玉りそな銀行

篤 査 査. グループ

ム 武蔵野銀行

社団法人

熊谷市医師会

心韮亜極:
A・_

ぅγDθ大同生命

「モうけストXエキスA― 卜Jを百む。

立正大学

択
中


